[旧]富山大学学報，第431号 by [旧]富山大学
平成12年12月発行 尚子 幸日 第431号
（題字 時津 貢 学長）
第431号
（平成12年11月号）
111月のトピックス｜
。3～5日第2回富山大学親子フェスティパルを開催 。11～12日夢大学in TOYAMA 2仰を開催
_____-;,, 
Aちびっ子忍者村にて ムあいにくの雨となった総合開会式
lo. （左）祝辞を述べる時津学長， （右）ゅうゅう館の表札を上掲
平成12年12月発行 学 報 第431号
関 係 法 令
諸 d』:z:;; 議 …… ー……………ー……………… 3
学 事
. 大学開放 事業 「夢大学 in TOY馴AJを開催 一 4 
． 推薦入学， 帰国子女・社会人特別選抜試験
を実施 5 
． 人文学部が 高岡短期大学と 単位互換協定を
締結 ー ・ … …… …… ……. .・e・－一一一一 一 一一 5 
． 待望の日常生活訓練施設 「ゅうゅう館」が
成。冗
6 
人 事 異 動 . .. . ... ....…………一一……… 7 
学 内 諾 報
. 第14回経営者・研究者交流会を開催 一一一・ー 7 
． 第2回富山大学親子フェスティバルを開催…ー 8 
3 4砂 第2回富山大学OB・事務系職員懇談会を開
催 一 ー ー ー 一 一 一一一 一 一一一…ー ー － 8 
. 教職員文化展を開催 一 一一……・… … •• 9 
． 事務職員啓発セミナーを開催 …－ 9 
・ 文部省永年勤続者表彰伝達式を実施 一一一一一一 10 
． 国際民族舞踊フェスティパルに外国人留学
生らが参加 ー 一一一一 一一一一一一一 10
． 学内レクリエーション 「ソフトボール大会
－ボーリング大会J － 一一一一 10 
． 表彰 …・… ー 一 ・ 一 一 一 一 …… 1 2
． 海外 渡航者 12 
職 員 消 息
． 住所変更
． 新任者住所
。 言ト報
qdqdA仏τ ’’A唱EA唱’A
主 要 行 事 .. ...φ…ー ー・ ….....…一一一一一 一 14 
-2一
平成12年12月発行 学 報 第431号
���a 
（法 律）
0 一般職の 任期付職員の採 用及び給与の特例に関する
法律（ 125) （平成12.11. 27 官 報号外第240号）
（政 令）
0 教育 公務員特例 法施行令 の 一部を改正す る政令
( 486 ) （平成12.11. 27 官 報号外第240号）
（省 令）
0 国立学校における授業料その他の 費 用 に関する省令
の 一部を改正する省令（ 文部54) （平成12.11. 1 官 報
第2987号）
（規 則）
0 人事 院規則 12- 0（職員の 懲戒）の 一部を改正する人
事院規則 （ 人 事 院 12- 0- 4) （ 平 成 12.11.27 官 報 第
3003号）
0 一般職の 任期付職員の採 用 及び給与の特例に関する
法 律 （平成12年 法 律 第125号） の施行に伴う関係人事
院規則 の 整備 に関する人事 院規則（ 同1-31)（平成12.
11. 27 官 報号外第240号）
0 任期付職員の採 用及び給与の特例（ 同23-0)（向上）
0 人事 院規則 12- 0（職員の 懲戒）の 一部を改正する人
事 院規則（ 同12- 0- 5)（平成12.11.30 官 報第3006号）
己！） � � 
第8回（臨時）部局長会議（ 11月6日）
（審議事 項）
( 1) 第1 0次定員 削減について
(2) 教員人事の活性化の方策について
第7田富山大学の将来計画に関する検討特別委員会
（審議事 項）
( 1) 中・長期計画の検討について
第7回大学教育委員会（ 11月13日）
（審議事 項）
(11 月13日）
( 1) 平成13年度 非常勤講師任用計画の策定について
(2) 他学部履修（集中講義） について
( 3) 平成11年度自己点検評価報告書における 「改善を
必要とする重点事 項 」の検討について
第8回学生生活委員会（ 11月15日）
（審議事 項）
( 1) 寮生との 話合いについて
( 2) 学生団体の書類送付について
( 3) 平成12年度厚生補導研究会実施要 項（案）につい
て
第4回国立大学の設置形態等に関する検討特別委員会
(11月 17日）
（審議事 項）
(1) 「国立大学の法人化について（東京大学国立大学
制度研究会）Jの検討について
第5回富山大学の在り方に関する検討特別委員会
(11月17日）
（審議事 項）
( 1) 自己点検評価報告書の分析（ 教育活動面）につい
て
第7回事務協議会（ 11月21日）
（ 協議事 項）
(1) 第10次定員 削減について
第9田部局長会議（ 11月24日）
（審議事 項）
( 1) 第10次定員 削減について
第11回評議会 (11月24日）
（審議事 項）
(1) 教育研究基盤校 費の 配分 方 針 について
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( 2) 第10次定員 削減 について
第8図書山大学の将来計画に関する検討特別委員会
(11月28日）
（審議事 項 ）
( 1) 中・ 長期計画の検討について
ー ミ』
大学開放事業「夢大学i n TOYAMA 2000」を開催
本学恒例 の大学開放 事業「 夢大学 in TOY馴A 2000J 
が11月11日（ 土）' 12日（ 日） に開催されました。
「 夢大学 in TOY胤A」は， 地域社会に開かれた大学と
して， 現在どのような研究が行われているかを 知っ ても
らうとともに， 特に将来を担う青少年に科学への興味・
関心を抱いてもらうため， 平成4年から毎年開催されて
おり， 本年で9回目を迎えました。
総合開会式はテープカットから始まり， 時津学長の挨
拶， 来賓祝辞の後， 県立富山商業高等学校吹奏楽部によ
るドリル演奏が行われ， 全てのイ ベントと体験入学が開
幕しました。
イ ベントは実験等展示38テーマと特別展示3コーナー
を開設， パネル展示， 小実験及び実演などが行われまし
た。 実験等展示の 「溶けた金属でいーものを作ろう！ J 
のコーナーでは， 大勢の親子や小・中学生らがキーホル
ダ一作りにチャレンジしました。
企 総合開会式
-4-
また， 今回， 新設した特別展示 「企業からの出展（6
社）J， 「 大学技術シーズ展示（ 14研究室） 」， 「学生サーク
ル紹介（ 茶道同好会）J では， 介護機器の実演や， 夜間
電力蓄熱利 用 による焼きイ モ器の実演に人気が集まりま
した。 さらに同コーナーでは 茶道同好会の学生による
点前のサービスが行われ， 見学者は本格的な茶会の雰囲
気も体験 していました。
体験入学は， 中学生以上を対象に 「南極の科学J など
28講座が開講され， 370人余が受講し， 担当教官の指導
のもとで熱心に取り組みました。
また， 同時期富山市内においては， 本学も 協力して
「富山ヘルン ・ フェスティバル」（主催；ラフカディオ・
ハーン生誕150周年記念事業富山実行委員会） が開催さ
れ， 佐伯彰 一氏の記念講演やパネルディスカッションな
どに大勢の市民が訪れました。
企 企業からも出展（焼きイモ器）
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... 電気浮上！？ コーナー
企 体験入学（友だちをつくろう）
推薦入学， 帰国子女・社会人特別選抜試験を実施
平成13年度推薦入学， 帰国子女・社会人特別選抜試験
（ 人文学部推薦入学を除く 。） が， 11月22日（ 水） に全学
部で実施 されました 。 募集人員239人に対し454人が志願
し， 当日は453人が受験しました（ 欠席者1人） 。 この試
験の合格発表は12月1日（ 金） に行われる予定です 。
企 試験開始を待つ受験生（工学部検査場）
人文学部が高岡短期大学と単位互換協定を締結
人文学部は， 11月28日（ 火） ， 「富山大学人文学部と高
岡短期大学との単位E換に関する協定」の調印式を， 高
岡短期大学学長室において実施しました 。
式では， 蝋山昌一高岡短期大学長が 「大学の ょいとこ
ろがE恵的に交換 され， 学生の知識 修得に大いにプラス
となることが期待できる。 また， 県内の高等教育機関同
士の連携により， 他県から優秀な学生を 呼ぶ 魅力ともな
る。」 と挨 拶。 続いて， 鈴木 敏 昭人文学部長は 「地理的
に密接な関係に ある高岡短期大学の 違った環境で学ぶこ
とが学生に刺激を与え， 学習意欲をより高める 効 果が期
待できる 。jと述べ， 協定への期待を表 明しました 。 引
き続き， 両大学の 出席者及び多数の報道関係者が見守る
中， 協定書が取り交わ されました 。
この協定締結により， 13年4月から， 人文学部では2 ... 蝋山高岡短期大学長（右）と鈴木人文学部長（左）
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年次以上の学生が高岡短期大学の実践的な専門科目を受
講することができます。
また， 高岡短期大学では， 学科生・ 専攻科生ともに人
文学部の幅広い授業科目を学習することができます。 特
報 第431号
に同 大学の専攻科生が学士号を取得するためには， 他大
学で16単位以上の授業科目を 修得することが必要で あり，
この協定の活用により円滑な学位取得が可能となります。
待望の日常生活訓練施設「ゅうゅう館」が完成
1 1月29日（ 水） ， 北陸のこの季節としては希にみる快
晴に恵まれ， 教育学部附属養護学校の日常生活訓練施設
「ゅうゅう館J の竣工式が同 校体育館において挙行され
ました。
当日は， 時津学長をはじめとする本学関係者， 県内特
殊教育諸学校関係者， 福祉関係者及び地元町内関係者な
ど約200人が列席する中， 中井校長が式辞， 時津学長，
塚野教育学部長等から来賓祝辞があり， 児童生徒会長の
吉田 美紀さん が立派に 「喜びのことば」を述べ， 厳粛か
っ晴れやかなうちに式を終了しました。
式終了後， 施設披露式が行われ， 各部代表 の3人の児
童生徒と時津学長をはじめ本学関係者の手によって表札
が上掲されました。 引き続き， 児童生徒全 員によるくす
玉割と施設見学が行われ． 木と畳の香りが漂う館内のあ
ちこちから歓喜の声があがりました。
日常生活訓練施設 「ゅうゅう館Jは， 周辺住宅との調
和を配慮した木造2階建， 床面積460ぱの和風建築で，
大きな特徴として， 児童生徒らが将来アパートやグルー
プホームで独り暮らしをすることに備えるため和風と洋
風の個室を2つ設置するなど 社会自立訓練のための様々
な工夫が施されています。
調理室
童堂兼多目的ホール
l階平面図
構想、から完成まで7年の歳月を要した日常生活訓練施
設の竣工式を無事に迎えられたことについて， 同 校関係
者は児童生徒や同 窓生の社会自立への願いと保護者らの
熱 意が通じたものと喜び， 学内外 の関係者に感謝の意を
表 しています。
なお， 同 校では， 今後 「ゅうゅう館j が， 児童生徒，
卒 業生らの生涯学習や憩いの場とし大いに活用されるよ
う， P T A， 同 窓生親の会及び学校関係者の三者で有 効
な利用 方法などを早急に協議することにしています。
企 児童生徒全員で喜びのくす玉割
2階平面図
企 「ゅうゅう館」平面図
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第14回経営者・研究者交流会を開催
地域共同研究センターは， 11月1日（水） に工学部を
会場と して 「第14回経営者・研究者交流会」を開催， 経
営者・研究者等約200人が参加しました。
この交流会は， 民間企業の経営者・研究者及び県内の
高等教育機関， 公設試験研究機関の研究者が 一堂に会し
てお 互いの研究テーマの紹介や情報交換を行い ， 産学の
共同研究の推進を図ることを 目 的として毎年開催されて
いるもので， 今回で14回 目 となりました。
当日は， 女川 センター長の開会挨拶の後， 立山科学工
業（株） 取締役顧問 松岡俊治氏が「企業の活動と人間」
と題して講演を行い ， I T化が進む現在の企業活動の中
での人間として の関わり合いなどを実践を交えて説明，
参加者はメモを取るなど熱心に聞き入りました。
引き続き分科会が行われ， 今回新設した 「資源・エネ
ルギー・環境J の 他， 「電子デバイス・情報 処理J， 「 メ
カトロ・加工技術j， 「新素材J， 「ライ フサ イ エンスJ.
「産学連携推進」 の6分野に分かれ， 企業の研究者や大
学教官などが17のテーマについて研究成果を発表 しまし
た。
また， 会場では， 最近の研究シーズがパネル展示され，
共同研究等の内容等について 意見交換や質疑応答が活
発に行われました 。
企 講演中の松岡立山科学工業側取締役顧問
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第2田富山大学親子フェスティバルを開催
教育学部と生涯学習教育研究センターの共催による大
学等地域開放特別事業 「第2田富山大学親子フェスティ
パルJが， 11月3日 （金） から5日 （臼 ） までの3日間，
同センタ一及び黒 田講堂などで開催 されました。
このフェスティパルは， 教育学部学生のボランティア
活動をベースと して昨年から実施しているものです。
今回は， 地域の幼児から中学生及びその保護者を対象
に， 間伐材を利用したものづくりの部屋， 段ボールで作
成 した巨大迷路， ちびっ子忍者村， パソコンを利用した
マルチ メディア教室などを企画， 親子と学生がともに遊
び， 学ぶ楽しさを満喫しましたイ
また， 今年が「かまち」 生誕40周年にあたることから
特別企画された 「山田 かまち展」は， 大学で初めてのも
ので あり， 11月3日 （金） ～8日 （水） で延べ2,300人
の小， 中， 高校生及び保護者が訪れました。 エレキギター
の練習中に感電し， 17才で早世した「山田 かまち」は，
青春時代の悩みや不安をつづった詩や絵画を数多く残し
ています 。
また， 本学と大阪大学とを高速通信回線を利用したテ
レビ会議システムで結び行われた公開ディスカッション
「今生きるとはーかまちを通して考える－J には， 富山・
兵庫両県の中高生などが参加し， かまちの生きざまや多
感な思春 期 の問題などについて活発に討論を行いました。
併せてその模様がイ ンターネット中継により世界に向け
て情報発信されました 。
... ものづくりの部屋
第2回富山大学O B ・事務系職員懇談会を開催
11月 10日 （金） ， 富山県民会館において第2回富山大
学O B ・事務系職員懇談会が開催 されました 。 この会は，
本学の開学50周年を契機に発足したもので， 今回はO B 
27人， 現職28人合計55人が出席しました。
開会にあたり， 坂 田 事務局長から大学の近況報告と挨
拶があり， 次いで本年4月に勲4等旭日小綬賞を受章 さ
- 8 -
れた泉元事務局長に花束が贈呈 されました。
引き続き， 大坪元経理部長並びに高木元事務長から在
職中の想い 出や感想、が披露 され 康瀬元学生部次長の発
声により乾杯し， 懇談に入りました 。 参加者は， 懐かし
い顔ぶれに時を忘れて旧交を温め， 1年後の再会を約束
しました。
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教職員文化展を開催
1 1月14日 （火） から16日 （木） までの3日間にわたり，
平成12年 度教職員文化展が黒 田 講堂において開催 され，
多数の教職員， 学生が鑑賞に訪れました。
この文化展は， 職員 （0 B を含む。） 及びその家族が
自ら倉lj作した自慢の芸術文化作品を， 芸術の秋にあわせ
て一 般 公開し， 教職員の美術鑑賞と余暇の豊かな活用を
奨励するために毎年開催されています。
今回は， 生け花， 絵画・木版画， 書道， 写真を中心に，
ステンドグラス， ろうけつ染め， 蒔絵小皿， 手芸 （リー
ス， 手組帯締めに 盆景， 盆栽， 彫塑， 陶芸など幅広い
分野から75点の作品が出展 され， 訪れた人々は普段の教
職員からは想像できない作品の出来映えを鑑賞し， 楽し
いひとときを過ごしていました。
また， 会場では， 職員茶道班によるミニ茶会も催され，
来訪者の人気を呼びました。
企 展示品に見入る来場者
事 務職 員啓発セミナーを 開 催
11月20日 （月上 事務系職員を対象に平成12年 度事務
職員啓発セミナー（第1回） が黒 田 講堂において開催 さ
れました。 約100名が参加し， 会場は満席となり， 職員
の関心の高さがうかがわれました 。
このセミナーは， 事務職員として大学を取り巻く現状
を把握し， これからの大学運営等に資するとともに， 行
政的識見を酒養し意識の高揚を図ることを目的として，
今年はじめて企画 されました。
第1回は， 坂田事務局長が「 独立行政 法人化についてJ
と題して1時間30分にわたり講義し， 独立行政 法人化と
大学改革の経緯， 及び大学職員の役割などについて， 随
所に具体的な事例を交えながら詳しく説明しました。
講義終了後には， 今後の独立行政 法人化を見据えた熱
心な質疑応答が行われるなど， 職員にとって非常に有意
義なセミナーとなりました。
企 講義を行う坂田事務局長
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文部省永年勤続者表彰伝達式を実施
文部省永年勤続者表彰伝達式 （勤続20年） が， 11月22
日 （水） ， 事務局小会議室で行われました。 伝達式では，
坂 田 事務局長， 新 田 総務部長， 太 田 経理部長が列席する
中， 時津学長から被表彰者に表彰状と記念品が贈られま
した。 閉式後には， 記念撮影及び永年勤続者を囲む懇談
会が行われ， 和やかに永年の労をねぎらいました。
なお， 表彰された方々は次のとおりです。
被表彰者（勤続20年）
人事課長 山木 宏 明
経理課長 鈴木 園夫
教育学部事務長 中川 巌
企 時津学長と被表彰者を囲み記念撮影
国際民族舞踊フェスティバルに外国人留学生らが参加
1 1月26日 （日） に東京中野サンプラザで開催 された第16
回留学生と日本 人のつどい「 国際民族舞踊フェスティパ
jレj （留学生と 日本 人の友好と友情の輸を拡げるつどい
実行委員会主催） に， 本学の外国人留学生12人 （8カ国）
と日本 入学生2人が初めて参加し， 越中五箇山麦屋節男
笠踊り， 筑子 （乙きりこ） 節の手踊りと さ さら踊りを披
露しました。
フェスティバルへの参加に あたり， 留学生達は地元五
箇山筑子唄保存会の指導により， 10月から週1回のペー
スで9回にわたり稽古を重ねました。 会場では， その成
果を十分発簿し， 観客から盛んな拍手を受けていました。
なお， 踊りに欠くことのできない地方 （唄と 演奏） に
ついても， 県立平 高校郷土芸能部12人の協力を得たため，
情趣豊かな踊りにすることができました 。
企 筑子（こきりこ）節の手踊りを披露
⑧®�®®08000 
ソフトボール大会－経理部・教育学部合同チームが優勝一
平成12年度学内レクリエーションソフトボール大会が，
9月19日 （火）から10月19日 （木） まで1ヶ月にわたっ
て本学野球場において開催 されました。
- I O -
本年度は， 事務一元化に伴い従来からの部局対抗トー
ナメントではなく， 複数部局の合同チーム編成からなる
4チームのリーグ戦で実施されました。
平成12年12月発行 学
日程の都合でグランドコンデイ ションが悪い日も あり
ましたが， 参加選手の泥まみれも辞 さぬファイ トに溢れ
たファイ ンプレーが随所にみられる熱戦が， 多数の職員
の参加によっ て繰り広げられました 。
今年も， 事務局長をはじめ職員が一体となっ た楽しい
雰囲気が見られ， 日頃のストレスを発散する貴重な対抗
I� 経 理 部 学生部 総 務 部 施 設 課人文 学部 附属図書館 成 績教育学部 理 学 部 経済学部 工 学 部
経 理 部「＼ 22-4 7-3 4-3 。 。 。 3勝0敗教育学部
学 生 部 4 -22 
ト＼
8-7 11-10 
人文 学部 ． 。 。 2勝1敗理 学 部
総 務 部 3-7 7-8 ｜＼ 3 -23 ． ． ． 0勝3敗経済学部
施 設 課 3-4 10-11 23 3 
卜＼
附属図書館 ． ． 。 1勝2敗
工 学 部
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戦となりました。
優勝は， 前評判の 高かっ た工学部・施設課・附属図書
館チームが惜敗し， 経理部・教育学部チームが無敗で勝
ち進み， 栄誉ある優勝を手にしました 。
なお， 入賞及び対戦結果は， 次のとおりです 。
優 勝 経理部， 教育学部チーム
準優勝 学生部， 人文 学部・理学部チーム
. 大会風景
ボーリング大会一 団体戦は人文・理最強選抜チームが優勝一
平成12年度学内レクリエーションボウリング大会が，
11月30日 （木） 富山ゴールデンボウルで開催 され， 4 人
1組の16チーム （男子55人， 女子9人， 合計64人） が参
加し， 熱戦を繰り広げました。
大会は， 参加者が2ゲームを行い， その得点が団体戦
及び個人戦 （男 子， 女子） に反映される恒例 のルールに
よっ て行われました 。
ストライクを投じたチームでは大きな歓声があがり，
惜しくもスペアを取れなかっ たチームからは落胆のため
息がもれるなど， 各チームが和気あい あいの雰囲気の中
で規定の2ゲームを楽しみました 。
なお， 成績は次のとおりです。
【団体戦］
優 勝 人文 ・理最強選抜チーム 1,249点
（藤井栄吉， 長崎宏 美， 岩城康光， 光地浩和）
次 勝 主計課チーム 1,202点
（愛場優治， 上木祐一， 荒木義弘， 新井 浩）
一 位 総務部Cチーム 1, 136点
（新田 三智也， 白山一男， 堀 和賞， 生田孝行）
【個人戦】
（男子） （女子）
1位 山上康彦361点 1位 長崎 宏 美 342点
2佐藤井栄吉 356点 2位 高瀬久美子 299点
3位堀 和賞 333点 3位 串 田 小百合 287点
H G藤井栄吉 202点 H G長崎 宏 美 162点
. 大会の模様
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受 賞 名 日 本遺伝学会 奨励賞
所属・職・ 氏名 理学部助 教授 若杉 達也
受 賞年 月 日 平成12年11月4日
受 賞 名 根研究会 学術奨励賞
所属・職・氏名 理学部助 手 唐原 一郎
受 賞年 月 日 平成12年11月26日
（受賞概要） 「日 本遺伝学会奨励賞」は． 遺伝学の特定
の分野で優れた研究を活発に行い ， 将来の成果が期待さ
れる比較的若い研究者 （ 原則 と して 40歳以下 の会員） に
授与されるものです。
若杉助教授は「葉緑体の RN Aエディティングに関す
る研究Jが評価され， 11月4日 （土） 開催 の日 本遺伝学
会総会において受賞されました。
（受賞概要） 「根研究会学術奨励賞 Jは， 植物の根およ
びこれを取り巻く環境に関する学術の発展に寄与した研
究会会員に授与されるものです。
唐原助 手は， 「カスパリ一線 の形態・発達に関する研
究」が評価され， 11月26日 （日） 開催 の第14回根研究集
会において 受賞されました。
®®＠ゅa
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先国 目 的 期 間
外国出張 工 学 部 助教授 山 崎 登志成 エ 〉ノ ブ ト 第2回基礎科学と先端技術に関す
12. 11. 1 
る国際会議に出席， 研究発表 12. 11. 15 
附属学校 教 頭 常 川 允 子
ヴ ィ エ ト ナ ム ， 平成12年度国立大学・学部附属学 12. 11. 1 中国， イギリス，
ア メリ カ 合衆国 校等教官海外教育事情等視察 12. 11. 27 
工 学 部 教 授 佐々木 和 男 ア メ リ カ 合衆国 第30回北米神経科学学会に出席，
12 . 11. 5 
研究発表 12 . 11. 13 
工学 部 教 授 米 国 政 明 韓 ICONIP-2000 国際会議に出席，
研 12 . 11. 14 
国 究発表 12. 11. 17 
12 . 11. 14 
工 学 部 助教授 長 谷 博 行 韓 国 ICONIP-2000 に出席， 研究発表
12. 11. 17 
人文学部 助教授 竹 内 潔 ア メ リ カ 合衆国 アメリカ人類学会第99回年次大会
12. 11. 14 
に出席， 発表 12 . 11. 22 
教育学部 教 授 田 上 善 夫 マル テ ィニー ク ，
「極小国家の国家的アイデンティティj 12. 11. 15 
セ ン ト ・ ル シ ア の社会的・経済的・文化的基盤に関する研究の資料収集， 野外調査 12. 12 . 12 
経済学部 助教授 清 家 彰 敏 中 女性労働に関する機関， 団体， 企
12. 11. 22 
国 業， 施設訪問 12 . 11. 28 
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12 . 11 . 26 
工 学 部 教 授 熊 津 英 博 中 国 地球環境分野の研究打合せ
12. 12. 2 
教育学部 助教授 黒 田 卓 シ ン ガポ ー ル シンガポ ールにおける情報教育の
12. 11. 26 
展開状況についての調査 12.11.29 
理 学 部 助教授 藤 浩 明 マ レ ー シ ア ， 白鳳丸KH-00-5次研究航海乗船の
12. 11. 30 
イ エ メ ン ため 13. 1 .  15 
12. 11 . 1 
海外研修 工 学 部 教 授 唐 政 中 国 キーボードに関する調査・研究
12.11.8 
経済学部 教 授 小 倉 利 丸 I CANNのDomain Name Supporting 
12. 11. 10 
ア メリ カ 合衆国 Orgni za ti onの会合に出席 12. 11 . 15 
教育学部 教 授 雨 宮 洋 司 環日本海対応人材育成に関する調
12. 11. 10 
ロ ン ア 査 12 . 11 . 14 
The First International Con- 12.11 .20 
工 学 部 教 授 伊 藤 紀 男 中 国 f erence on Mechanical Engine-
eringに出席， 論文発表 12 .11.25 
人文学部 講 師 中本 夏 生 韓 日韓共同フォーラム日韓関係チー
12. 11 . 24 
国 ム会議に出席 12. 11 . 25 
田昌司』ミ』
《住所変更》
部 局
人 文 学 部
教 育 学 部
理 学 部
工 学 部
《新任者住所》
部 局
理 学 部
職
文 部 教官
（助教授）
文 部 教官
（教 諭）
文 部 教官
（助教授）
文 部 教宮
（助 手）
織
事務補佐員
（物理学科）
氏 名
佐々木 重 洋
関 仁 志
桑 井 智 彦
中 茂 樹
氏 名
吉野 由紀子
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言ト 報
10月に現職がお亡くなりになりました 。
こ こにご報告するとともに、謹んでご冥福をお祈り申し上げます 。
横井 雅和 氏
（総務部人事課専門職員）
10月29日逝去
享年51歳
���l!J 
11月1日 第1回広報委員会情報公開専門委員会
物品定期検査 （人文学部・理学部）
2臼 物品定期検査 （工学部・地域共同研究センター）
臨時国立大学等経理部課長会議 （東京医 科歯
科大学）
北陸地区施設部課長連絡会 （金沢大学）
2～9日 推薦入学 （人文学部を除く。）， 帰国子女・社
会人特別選抜願書受付
6日 第8回 （臨時） 部局長会議
事務局 連絡会
富山地区国立学校等人事担当課長会議 （富山
医 科薬 科大学）
7日 第6回教養教育実施専門委員会
イ ンターンシップ推進全国フォー ラム （国立
オリンピック記念青少年総合センター）
7～8日 契約事務情報 交換会 （金沢大学）
8日 第13回富山県大学長懇話会 （文化ホールラポー
ル）
8～10日 国立大学等地区別国際交流担当職員研修 （金
沢大学）
9日 第3回学生生活委員会福利厚生部会
9～10日 第21回国立大学等研究協力部課長会議 （金沢
都ホテル）
東海・ 北陸地区国立学校等安全 管理 協議会
(KKR名古屋三の丸）
東海・ 北陸地区国立学校等施設系職員研修
（静岡大学）
10日 富山大学O B ・事務系職員懇談会 （富山県民
会館）
第1回組換 えD N A実験安全管理専門委員会
第2回自己点検評価委員会研究活動等専門委
員会
11 ～12日 夢大学 in TOYAMA 2000 
13日 第14回教育研究基盤校 費検討委員会
事務局 連絡会
事務情報化検討会
第7回大学教育委員会
会計係長会議
第7回富山大学の将来計画に関する検討特別
委員会
13 ～17日 文部省施設担当係長研修 （国立オリンピック
記念青少年総合センター）
14日 交通安全一斉指導
第2回自己点検評価委員会教育活動専門委員
ム 一品
第3回大学教育委員会教務専門委員会
第3回自己点検評価委員会管理運営専門委員
ム冨
イ ンターンシップ就業体験発表会 （名鉄トヤ
マホテル）
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14～16日 教職員文化展
15日 第8回学生生活委員会
第9回教養教育検討特別委員会
第8回教養教育運営協議会
就職講演会
15～16日 第107回国立大学協会総会（知水会館）
15～17日 国立学校等幹部職員研修（部長級）（国立オ
リンピック記念青少年総合センター）
16日 国立大学協会学長懇談会（知水会館）
事務協議会総務系列専門委員会
事務協議会学生系列専門委員会
17日 第4回国立大学の設置形態に関する検討特別
委員会
第5回富山大学の在り 方に関する検討特別委
員会
第2回大学教育委員会学務事務電算化専門委
員会
第7回教養教育実施専門委員会
商取業界研究懇談会（金沢都ホテル）
連盟富山地区ビーチボール大会（県総合体育
センター）
第74回国立大学協会事務連絡会議（学士会館）
20日 事務局連絡会
事務職員啓発セミナー
情報処理担当者連絡会（金沢大学）
20～22日 厚生補導事務研修会（国立オリンピック記念
青少年総合センター）
留学生担当者研修（国立オリンピック記念青
少年総合センター）
21日 第20回運営会議
第7回事務協議会
事務情報化検討会
第4回自己点検評価委員会管理運営専門委員
ムE
メガジョブ就職担当者支援セミナー（金沢全
日空ホテル）
21～22日 富山共済 組合事務担当者研修会（黒部荘）
22日 富山県留学生等交流推進会議総会（名鉄トヤ
マホテル）
文部省永年勤続者表彰伝達式
北陸地区国立学校施設担当者連絡協議会（本
学当番）
推薦入学（人文学部を除く。）， 帰国子女・社
会人特別選抜入学試験
報 第431号
24日 第9回部局長会議
第11回評議会
第3回自己点検評価委員会研究活動専門委員
会
26日 国際民族舞踊フェスティパル（東京・中野サ
ンプラザ）
27日 事務局連絡会
第6回国際交流委員会学術交流部会
28日 第21回運営会議
第8回富山大学の将来計画に関する検討特別
委員会
事務協議会経理系列専門委員会
事務協議会学生系列専門委員会
28～29日 厚生補導研究会（い こいの村富山）
30日 各省庁等 カウンセラー講習会（メルバルク金
沢）
学内レクリエーション（ボウリング大会）
1 1月1日 学部球技大会
学部図書委員会
学部特別昇給委員会
学部教務委員会
学部将来計画委員会
6日 学部教務委員会
8日 学部人事推薦委員会
学部特別昇給委員会
教授会（人事）
教授会
9日 学部情報処理委員会
10日 学部予算委員会
15日 学部図書委員会
学部特別昇給委員会
学部将来計画委員会
学部教務委員会
16日 学部広報委員会
21日 学部国際交流委員会
22日 学部将来計画委員会
帰国子女・社会人特別選抜入学試験
28日 「富山大学人文学部と 高岡短期大学の単位互
換に関する協定J調印式（高岡短期大学）
29日 教授会（人事）
教授会
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11月1日 学部入学試験委員会
研究科委員会小委員会
研究科委員会
教育学部及び附属学校園共同プロジェクト運
営委員会
3～5日 富山大学親子フェスティパル
6日 学部学生生活委員会
6～7日 教員の資質向上連絡協議会
7日 学部教務委員会
附属中学校・事務室避難訓練
8日 学部予算委員会
教授会
人事教授会
10日 日本教育大学 協会新課程連絡協議会（宮城教
育大学）
13～17日 附属養護学校及び附属幼稚園入学（圏） 願書
受付
14日 日本教育大学協会北陸地区新課程研究協議会
（ 新潟大学）
15白 人事検討委員会
紀要編集委員会
「総合的な学習の時間」に関する教育運営協
議会
21日 附属小学校創校記念音楽会
附属中学校校内合唱コンクール（ 富山県民会
館）
22日 推薦入学， 帰国子女・社会人特別選抜入学試
験
27日 教育学部及び附属学校冨共同研究プロジェク
ト運営委員会
28臼 人事検討委員会
29日 学部入学試験委員会
教授会
人事教授会
教育学部及び附属学校園共同プロジェクト運
営委員会
附属養護学校日常生活訓練施設「ゅうゅう館J
竣工式
30日 学部構内一斉清掃
報 第431号
｜経 済 学 部｜
11月1日 将来構想等検討委員会
学部総務委員会
図書等委員会
学部入学試験委員会
6日 将来構想等検討委員会
7日 学部教務委員会
8日 防火・防災対策 委員会
学部総務委員会
人事教授会
研究科委員会
教授会
9日 夜間教育実施大学学部長・第二部主事会議
(KK Rホテル東京）
1 7日 学部国際交流委員会
秋季国立12大学経済 学部・経営学部学部長及
び事務長会議（メルバルク東京）
21日 消防設備等点検
博士課程設置検討委員会
生涯学習・広報委員会
22日 学部教務委員会
推薦入学， 帰国子女 ・社会人特別選抜入学試
験
第3年次編入学試験
24日 学部入学試験委員会
27日 特別選抜選考委員会
情報処理委員会
28日 第3年次編入学選考委員会
生涯学習・広報委員会
29日 人事教授会
研究科委員会
教授会
財務委員会
学
〕民」
1 1月1日 物品定期検査
2日 学部予算委員会
学科長会議
5日 出前講義（ 富山県教職員組合（於， 県立富山
工業 高等学校））
6日 理工学研究科博士前期課程理学部会教育委員
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8日 理工学研究科博士前期課程理学部会
教授会
人事教授会
理工学研究科博士後期課程部会
学部安全管理委員会排水安全専門委員会
10日 学部教務委員会
13日 出前講義（ 村立舟橋中学校）
15日 学科長会議
16日 学部安全管理委員会放射性同位 元素等安全専
門委員会
17日 学部広報委員会
21日 学部予算委員会
22日 推薦入学、 帰国子女・社会人特別選抜入学試
験
28日 学科長会議
29日 教授会
学部自己点検評価委員会
30日 学部学生生活委員会
学部施設委員会
山町」
学
11月2日 物品定期検査
6日 入学試験検討委員会
8日 教授会
専任教授会
理工学研究科博士前期課程工学部会
工学研究科博士後期課程委員会
理工学研究科博士後期課程部会
14日 学部運営委員会
15日 自己点検評価委員会
16日 工場運営委員会
20日 施設整備委員会
21日 SVB L設置準備検討委員会
22日 推薦入学， 帰国子女・社会人特別選抜試験
29日 教授会
概算要求 事 項 検討会
自己点検評価委員会
30日 構内一斉清掃
報 第431号
｜附属図書館｜
1 1月13日 2000年京都電子図書館国際会議（京都大学）
～15日
20～21日 北信越地区国立大学附属図書館事務部課長会
議（上越教育大学）
21日 文部省ヒアリング
28日 第1回情報基盤専門委員会
｜保健管理センター｜
11月7日 第4回運営委員会
｜糊共同研究センター｜
1 1月1日 第14回経営者・研究者交流会
6～10日 先端技術研修 「情報処理コース」
9日 第10回運営委員会（持ち回り）
20日 第11回運営委員会（ 持ち回り）
27日 先端技術講演会
演題；エレクトロニクス分野における
機能性コーティング技術
講師；宮村 宏 樹ラボ取締役研究所長
｜生問教酬i!Y�－1
1 1月3日 富山大学親子フェスティパル
～5日
27日 第2回公開講座専門委員会
水素同位体科学研究センター
11月7日 第4回運営委員会（持ち回り）
1 1月8日 第4回国立大学機器・ 分析 センター長会議
（横浜国立大学）
一一17 一一
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� 国際民族舞踊フェスティパルに参加した本学学生と
富山県立平 高等学校郷土芸能部の皆さん
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